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ら
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借
が 

完
全
に
古
文
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見
ょ

b
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せ
ら
る
、
囔
で
に
は
荷
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を
經
ざ
る
可
ら
ず
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月
十
六
日
稿
了

)
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附

^

余
が
本
篇
中
に
於
：て
論
述
し
た
る

Culpeper, 

Child, 

Barbon, 

N
o
r
t
h

等
が
英
國
經
濟
學 

成
立
史
上
に
於
け
る
地
位
に
就
き
て
は
福

K
博
士
が

「

デ
ク
キ
ッ
ド
‘ヒ
ユ
ー
ム
の
經
濟 

:

一 
學
說

」(

經
濟

i
t

叢
所
載

)
•に
於
て
.精
細
な
る
硏
究
を
行
は

.れ
た
る
も
の
あ

&
。
籠
蒋
諸
君 

の
參
讃
を
乞
ふ
。
：金
は
..博
士
の
深
遠
な
る
識
見

w

犀
利
な
る
論
錄
と
に
多
大
の
尊
敬 

を
、狒
ふ
を
禁
ず
る
能
は
ざ
る
と
同
時
に
、余
が

N
o
r
t
h

に
，
す
る
息
解
の
如
き
專
ら 

w
。
J. 

A
s
h
l
e
y
:

敎
授
に
參
し
て
、博
士
の
所
論
に
從
ふ
乙

V
J

能
は
ざ

6

し
を
遺
慽
ビ
す
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尙
、C

h
i
l
d
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BE
易
新
論

」

の
出
版
年
次
に
就
き
て
は
武
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敎

S

の
間
密
な
る
考
證
あ

り
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國
民
經
濟

_

誌

_

載)

。：經
濟
書
史
上
に
於
け
る
有
益
な
る
硏
究
た

る

を
失
は
ざ
る

.
^

近
世
經
濟
史
上
に
於
け
ろ
企
業
家
の
地
位

i

)

.

.

(

7
ッ
勿

i

及

^
X
ル
背

I
陀
關
す
る
硏
究
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四
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西

»
十
五
世
紀
ょ

b
-
十
六
世
紀
に
亘

P
て

、ノ
ブ
ス
ブ

ダ
ダ
家
が
歐
洲
の
巾
原
に
於
て
觀
權 

を

®
ぅ
し
は
當
時
其
領
內

i
:
ぅ
產
出
：せ
：る
巨
额
の
貴
佥
屬
及
非
貴
金
璃
殊
に
チ
口

ー

ル
方

® 

ょ

rp0
ら

さ

れ
し

銀
；鑛

を
度
外
興
し
て
ば
之
れ
を
理
解
す
る
乙
と
不
可
能
な
ぅ
、又、十
六
世
紀 

に
於
け
る
ザ
ク
セ
ン

,が
；當
時
に
於
け
る
自
餘
の
獨
逸
输
邦
^
‘比
し
て
其
の
國
民
經
濟
が
顯
著 

な
る
發
達
を
な
し
延
ん
で
同
國
の
政
治
を
し
て
繁
固
な
る
基
礎
の
上
に
た
、
し
め
し
が
如
き 

も
之
れ
亦
た

.同
國
に
於

.て
盛
ん
に
採
掘
せ
ら
れ
し
銀
、及
錫
の
產
出
に
華
因
せ
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こ
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最
も
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な
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と
す
、試
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に
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き
て
之
れ
を
見
る
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ク
シ
ミ
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ャ
ン
ー
世

が
、；
ソ

ェ一一

ス
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は
ん
と
す
る
や
、彼
れ
は
軍
用
金
の
必
要
を
感
じ
、涿
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千
五
西
十
四
年
の
冬
を
以
て
ャ
コ
ブ
、フヴ
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千
五
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十
六
年
よ
り
向
ふ
四
年
問
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下
ぐ
る
こ
と
を
以
て
せ
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し
て
典
領
は
四
孢
ニ
千 

グ
ル
デ
ン
に
速
せ
り
、斯
く
て
彼
れ
が
餘
&
に
チ
ロ
ー
ル
の
鑛
山
を
利
爪
せ
し
こ
ビ
は
笼
に
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業
を
し
て
殆
ん
ど
救
濟
の
途
な
き
迄
に
窮
墙
に
陷
る
に
绝
れ
り
、即
ち
千
五
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十
七
年
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十
七
日
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を
以
て
チ
グ
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ア
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ォ
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ル
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が
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、ノ

ン
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ン
ナ
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に
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え
し
書
狀
に
よ
れ
ば
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ル
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來
り
て
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ら
す
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む
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き
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ブ
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沿
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亂
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し
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又
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れ
が
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な
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ヒ
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を
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而
し

V

斯
く
の
如
為
ば
單
に

1

國
の
君
主
に
見
る
現
象
に
あ
ら
ず
し
て

 
>彼
の
ヤ

コ
ブ
、フ
ッ
ガ 

1

を
し
て

.企
業
上

' 
一
大

飛

蹓
を
な

S

し
め
し
が
如
き
も
直
接
、間
接

*

山

の
業
に
依
る
こ
ど
多 

く
、
試

み
に
彼
れ
如

-
代
に
於
け
る

*

產
：の增
加
せ
し
狀

f

見
る
に
千
五
百
十
一
年
に
於
：け
 

る
同
家
の
固

®
資
本
は
約
ニ
十
萬
フ
ロ
タ
ン
に
過
ぎ
、ざ

-

C
N

し

，が
、彼

れ

逝

き

し

千

五
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'

-
二
十
七 

年
に
は
約
ニ
百
馮
フ
ロ

■
リ
ゾ

を
以

.て
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ふ
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至
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、即
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前
後
ナ
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に
於
け
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家
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利
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九

百
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一

十

七
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セ

ン
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れ
が
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山

*

乘
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す
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R 

あ

.ら
ず
ん
は
到

.底

..
集
橫

.す
る

.こ
ギ
能
は
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0

し
.も
の
な

6

ビ
す
。

蓋
、フ
ッ
ガ
ー
家
と
ハ
ブ
ス
ブ
ル
グ
ビ
財
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上
の
關
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を
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す
る
に

¥
:り
し
は
ヤ
コ
ブ
、ブッガ
 

!

の
先
代
ク
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リ
、
ヒ
。
フ
ッ
ガ
！

の
#

代
即
ち
フ

ッ

ガ
I

年
代
記
の
罟
人
に
示
す
處
に
ょ
れ
ば 

千
四
西
七
十
三
年
の
こ

V」

に
し
て

«

來
ギ
四
百
八
十
五
年
に
至
、る
迄
は
叼
家
に
於
け
る
帳
筂 

*

の
散
佚
せ
る
結
果
、如
何
な
る
狀
態
に

#

せ
し
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を
知
る
己
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は
ざ
る
も
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か
も
兩
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關 
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十
ニ
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六
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係
は
千
四
百
八
十
五
年
に
茧
办

\

ブ
ス
ブ
ル
ダ
の
系
統
に

®
す
る
チ
口
ー
ル
の
シ
ギ
ス
モ
ン 

ド

大

公

に
よ

b y

突

然

、大
な
.る

財

的

關

係

を

藤

®

す

に

至

_れ
ぅ
、(

|
3之
'れ
よ

P

先
き
チ
ロ

 

! 

ル
方
面
に
於
て
經
濟
上
、最
も
大
な
る
勢
力
を
振

a
し
も
の
は
、グ工
ニ
ス
人
に
し
て
彼
等
は

m 

に
商
業
上
に
於
て

.大
な
る
活
動
を
な
せ
し
の
み
な
ら
す
、同
時
に
此
地
方
に
於
け
る
鑛
山
を
經 

營
せ
し

.も
の
な

.

ビ
す
、然
る
に
千
四
.百
八
十
七
年
よ

A

其
翌
年
に
亘
れ
る
シ
，キ
ス
モ
ン

.ド
對
、
 

f

エ
ニ
ス
と
の

®
:爭
は
彼
等
を
し
て
チ
ロ
：

1

ル
方
面
よ

h
敬

退

せ

し

む

る

に

至

れ

り

、而
•し
て 

斯「

く
の
如
き
狀
輝
は
、フ
ッ
ガ

I

兄
弟
が
乘
ず
可
き
最
好
の
機
會
に
し

 

<
、彼
等
は
一
而
、雨
潘
の 

間
に
：
立
ち

て

平
和
を
促
進
せ

し
む
，る
と
共
に
挺
に
他
の

一
两
に
於
て

は
自
己
に
と
り
て
最
も 

恐
る
可
き
競
領
者
左
る
グ

エ
二
ス
人
を
此
方
面
よ
り
、驅
逐

せ
ん
が

'爲
め
に

、當
時

シ
ギ
ス
モ
ン 

ド
が
ボ

I

ツ

ラ
ン

0
-南
；方

：。フ

ソ

メ

ル

に
あ
ぅ
て
鑛
山
を
經
營
せ
し
グ
エ

二
ス

の
商
人
に
對
す 

:る
：損

害

賠

償

金
+ :
抵
，ブ
ノ
ロ
.
ブ
ン
の
支
拂
に
，窮
せ
る
を
利
用
し
て
ゼ
ノ
ア

の
ア
ン
ト
ユ
オ

•
デ
•力
 

\

 

y

ス
と

協
同
し

て

以
上
の
金
额

を
支
拂

ふ
と
共
に
、

$

に
シ
ギ
-ス
モ
ン
ド
に

對
し

て

は
當
時
、
 

チ
ロ
！
ル
方
面
に
於
け
る
有
力
な
る
鑛
山
た
る
，グン
ツ
ル
、フ
ユ
ゲ
ル
、。へ

Z

、
、
シ

グ

ワ

ィ

ン

、ヤ 

ク
フ
ネ
ル
よ

3
採
掘
せ
ら
る
，

A

銀
鱗
を
以
上
の
負
債
が
償
却
せ
ら
る
、
迄
讓
渡
す
可
き
乙

€

?:
以
て
せ
办
、而
し
て
之
れ
に
ょ

A
て
フ
ッ
ガ
ー
家
が
確
實
に
利
す
る
處
は
銀
一
麻
に
就
&
四グ 

ル
デ
ン
乃
至
五
グ
ル
デ
ン
な

P
 

ノ
レ

す
。シ
ギ
ス
モ
ン
ド
は
斯
く
の
如
く
其
領
內
に
他
國
の
王
候 

を
し
て
羡
望
せ

;b
lf
が
に
足
る
一
大
寶

.庫
を
有
せ
し
に
不
拘
、キ
,
ヒ
マ
イ
ル
が
千
五
百
十
九 

年
に

「

此
國
に
て

‘は
金

.と
な
る
總
て
は
牴
當
ヾ

」

な
れ

6」

、四

)

ビ
云
へ
る
が
如
く
公
は
之
れ
に
ょ
り 

て
益
々
自
己
の
資
金
を
求
む
る
に
急
に
し
て
當
時
、彼
れ
妹
有
力
な
る
財
力
上
の
援
助
潜
と
し 

て
バ
イ
エ
ル
ン
の
ア
グ
ブ
レ
ヒ
ト
四
世
及

V

ク
ム
ガ
广
ト
ネ
ル

*
フ
ォ
ン
*ク
ス
タ
イ
ン
奶
如
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を
有
せ
し
に

-不
拘
、前
遨
は
時
の
獨
逸

a
帝

/
a
，りし
フ
リ
ド
リ
セ
三
世
と
王
マ
キ
シ
ミ
ジ
ア
ン 

■1

世
ど
が
、嗣
子
な
き
シ
ギ
ス
モ
ン

r
の
領
土
”に對
す
る
パ
イ
エ
ル
ン
の
勢
力
の
增
加
を
悅
ば 

ず
、後
者
は
ア
ル
ブ

v

ヒ
；ト
領
內
の
町
人
の
こ

^J .、

て
此
方
而
に
對
し
て
充
分
な
る
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動
を
な 

f

こ
と
能
は
ず
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く
て
シ
ス
ギ
ス
モ
ン
ド
對
フ
ッ
ガ
ー
の
關
係
は
益
々
親
密

V
J

な
A

y

M

結
果
城 

千
四
言
八
十
八
年

.六
月

.九
日
に
於
け
；る
大
契
約
の
實
現
を
見
る
に
至
れ
ぅ
。
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1
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し
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現
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に
し
て
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は
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、
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” 

钫
十
ニ
卷

(

さー

5 .)

論

說

近

世

經

濟

史

上

に

於

け

芯

企

業

家

の

地

位

’

節
七
钺 

六
三



j

そ

ド
立
ち
て
南
方
か
眺
む
る
邸
は
：千
 

H

ネ 

>
 

ゲ

;y
绦
の
高

M 

^

见
る

か 

利
人
筅
な
リ
、次ぎ
に
此
地
方
の
皴 

銀、アス
フ

r

V

ト
缂
な
リ
、次

y
I: 

)v

ト
设
族

I:

し
て
典
後
、アゥ
ダ
ス 

地
の
目

0 

0

業
等
見
る
可
さ
も
の 

ご
年
此
’民族の

绡
寸
ニ
卷

(

カーニス

)

儲

1

边
-1
»

轱欲攻上

1:

がける

<
;11
-

泼淥

0

灿俏
 

處
^

リ、試

.
み
1C
.
.,ソ
？
■
'

ク
セ
ゾ

.
タ
ー
ル

.

の
水
一

H
:
:

ソ、サ

'
;v

、
ヴ

^

.

十"

の
爾

^

職
け

' 

る
グ

W

ス、グ
口
ク
ネ

)v
g

一
 

七
^

八

ヾ

グ

ロ

ス

、
'
グ 

得
可
し
、次

ぎ

に
他
民
の

.
約
半
數
は

_

逸
系

1:
し
て
他
は
以
太 

業
は

-
背
時
，ょリ
布
名

.；|:
し

<
現時，產す
る
も
の
は
描
炭
、鐵、銅
 

'

此
地
力
の
歷
與
に
就
吾
て
概
觀
す
る
に
之
れ
が

.

先
供
民

|1

ヶ
 

タ
ス
の
胄
、羅馬
ス
に
又
リ
弋
征
服
せ
ち
れ
、之れ
が
爲
め

I:
*土
 

,

ぁ

%
に
至
り
し

^

、：g

w

七
十
六
年
珉
ゴ
ー

 

>
 

の
爲
め
じ
由
餌
せ
ら
れ
、

s .
W

五十

诚
亡
と

:i
h

ハに、

㈣

R

夯
れ
て
ニ
つ
€
な
リ
南
部
は
ヲ
ソ
ゴ
バ
ル
ド
に

0

し、
^

部
_
lt

之
れ
に
反
し
て 

.

パ
ョ
ァ

V

エ
が
ソ
即
ち
パ
ィ
エ
ル
ゾ
の
領
す
る
處
と
な
れ
リ
、

0

る
に
八
世
紀
に
茧
り
、此地
方
は 

パ
ィ

H

ダ
V

,

と
d h

ハ
に
フ
ヲ

'

ソ
ヶ
ソ
の
領
す
る
處
と
な

.
リ、其後
十
世
組

|-

至リ、摘部
が
尙
ヲ
ン
ゴ 

パ
ルトの所領

^

リ
し
に
對
し
て
北
部
は
パ
ィ
エ

/v

ゾ
の
：
典
興

W

典
I:
.
之
に

_

| 1

し
、
千
二
一
十
七 

il
-

.

J

lソ
ヲ

S
V
:

ト
'

，
ニ
.
丨
世
丨
は
/

ト
S

'

.

H
シト

_

の
做
正

.
|:

ト

V 

H. 

\

ト
、
ポ
-

—
■

ッ

H

ン、ヴヰ
ゾ
チ
力
ゥ
、

4 »
狄
 

£
»

7

リク

.

せ
.
ソ
.
の
.
，僧：

.正
1C
:

ク；
.ヲ
ゥ
せ
ソ

'

0

:

*
方

|1

あ
る
ア
ィ
サ
タ
ク
タ
ー
少
と
チ

'
ヲ
|に至る
 

迄
の
下
部
ィ
ソ
タ
ー

V

と
か
興

.

え
し
が
、是等
の
領
土
は
漸
次

•!
«

:

係
的
莉
主
の
領
す
る
處
と
な
七 

千
三

W

六十ーーー毕、ヾ

'

^

レタ、マ
ゥ

;y
タ>
之
れ

4 »

塊
太
利
大
公
に
與
え
、ハ
プ
ス
，
フ

/y

r

の
f t 

土
沪
ア
ズ

.

.レ
11
.

ト
三

- ^

と，レ

'

ナポ，
ルト

.

三
.

世
と
の
間

|:

分
'
_割
せ
.

る
.

、
や
、チ
ロ
ー
少
は

.

.千
3

宵 

七
十
九
午

4 *

以
：

V

後潘の
領する
處とな
るに

V

オ
ボ
少
ト
の
諸
子
は

51
1:
其
所
領

4 »
分
 

.
^
に
M

りし結染

> 
千四

‘

百七年チロ

.

-

か
it
'
フリド

'

Vッ
；：

四
世
の

.

領
オ
る
處
と
な
リ
、而
し

<

m m攀 _ 繊 擊

- IIff

iv

彼
れ
の
繼
艰
潘
に
し
て
嗣
ネ

双

き

'y
ギ
ス
モ
ン
ド
は
千
闽
百
て
九
十
年

‘

.以
‘
之
れ
を
皇
帝

y

キシ 

J
, 

V

ブ

\

一
 

世
に
傅
え
れ
リ
。

註、四
 

A
.

 

stau

cr-
e
r
'
D
a
s
w
a
u
s

 

Fugger* 

s. 

2
2
*

，■
钱、
M

千
四
茛
八

.

十
' '
'

八
¥

:

に
は
，単

|:
此
大
•契

約
の
み
な
ら
ず
、同年

H

月
七

H

に
は
ハ
ー
ル
餺
逍
の
貨 

幣

か

、
抵

常
.
と
し

V

3 L
.
千

：
，
七
.

宵
九
十
二
グ

ダ

デ

シ
同
年
四
カ
ー

I

十
三

H
.
.に
は
プ

”

メかの銀か柢

. 

當
と
し
て
二
千
ニ

 

}

C
2

六
十
六
グ
が
デ
ン
か
借
受
け
し
も
の
な
リ
と
す
。

.此
初
期

R
_於
け
る
大
契
約
は

.
千
四
百
八
十
八
年
六
月
九
日
ょ

6

セ
ン
ト
.、マ
ル
チ
ン
の

.日
0
.

ち
同
年
十

I

月
十
；T

.

日：迄、每
月
五
千
グ
ル

デ

ン.即
ち
合
計
三
萬
グ
ル
デ
ン
を
交
付
す
る

i

、而

.

.

.

.

し
て
，其
後
は
全
體

^ '
通

：じ
：そ

十

へ

五

萬

グ

ぐ

デ

ン
^

達

す

る

迄

罅

與

：ダ
ル
デ
ン
を
貸
與
す 

可
&

を

B

-1
:

し
、そ
れ
に
對
す
る
憧
却
方
法
ビ
し
て
ゆ
他
に
對
す
を
讓
«
寒
約
滿
期
後
は
シ
ユ 

フッ(

チ
ロ
ー
ル)

鑛
山
，の
銀
を
一
切

V

ッ
ガ
ー
に
交
付
す
る
に
あ

b

、此
場
合
に
於
て
銀
一
麻
を
八
グ 

ぺV

ン
に
相

_
.當
す
る

i

0

ー
ビ
な
し
、其
中
、五
ダ

K

デ
.ン
は
精

.嫌

.者
の
手

.弊

.料

S

な

b

、三
ダ
ベ
デ 

を
各
麻
に
對
す
る
自
己

-
の
.利
益
た
ら
し

.
め。斯
く
て
負
債
償
却
の
爲

.銀
、五
萬
麻
を
求
め
ん
と
す 

る
に
，あ

&

、而

し

て

此

契

約

に

於

て

最

も

重

要

：視

せ

ら

れ

し

，點
ぽ
、此
.契
約

#

限
內

k

'
於
；て

は

| 

切
、シ
ユ
フ
ッ
の
銀
鑛
を
他
，に
交
付
す
る
乙
と
能
は
ざ
る
こ

W
、

若
、海

.一、

交
#「

せ

し

場

合

は

：#

行

‘
第
十
二
卷(

九
三
九)

謫
說
近
世
經
濟
史
上
に
於
け
る
企
業
案
の
地
位 

第
七
钺 

丄ハ.aL

R
r
n
K
^
I

r



姑十二

# 

(

九四〇

)

諭
說
近
世
經
濟
见
上
に
於
け
る
企
業
衆
の
地
位
‘

婼
七
腿
六
六 

爲
は
無
効
に

_
す
る
乙
ビ
な
か
と
す
、斯
く
て
：シ
ギ
ス
モ
ン
ト
は

.以
上
の
契
約
に
よ
り
て

#
月
* 

K
额
の
資
金
を
有
す
る
に
至

&
し

^
典
に
、フ
ッ
、ガー
は
此
契
約
以

.來
，務
め
て
他
の
競
爭
者
を 

排
除
し
て
自
か
ら
チ
ロ

‘
1
ル
.の
領
主
に
對
し
て
獅
占
的
地
位
を
獲
得
せ
ん
と
欲
し
、爲め

' 
に、僦 

主
を
し

V

他
の
偾
務
漭
例
者
バ
ク
ム

ガ

ル
ト
ネ

'
 
フ
ォ
ン
*ク

フ

，

ス
タ
ィ

ン
の
如
き
徒
の
手
よ 

公
解
放
せ
し
め
ん
が

.爲
め
に
益
々
熱
心
に

.領
主

.と
の

It
的
關
係
を
密
接
な
ら
し
む
る
に
至
れ 

う
^

後
千
四

.百
九

-十
年
に
至
う
シ
ギ

.ス
モ
シ
ド
は
大
公
の
地
位
を
當

|©
尙
ほ
王
た

P

し
マ
キ 

シミジアンー世

'に
讓

.
6、自
己
は
定
额
の
年

.金
を
得
て
公
生
涯
よ
う
退
く
に
至
れ

b
然
か
も 

フッガ

1
の
事
業
は
之
が
爲
め
に
何
等
の
變
化
を
被
む
る
こ
ビ
な
く
，千
四
百
、九
十
四
年
に
至
る 

迄
、フ
ッ
、ガ
1

が
シ
パ
ギ
ス
モ
ン
ト
及
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
に
貸
與
せ
し
總
额
は
大
約
六
十
ニ
馮
四
千 

八
十
八
フ
ロ
リ

 

'

ン

に
達
し
、此
點
を
明
細
に
示
せ
る
も
の
は
ヤ
ン
セ
ン
の

「

フ
ッ
ガ

 ̂—

の
初
®

」

の
 

卷
末
に
ぁ
る
ィ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
文
書
舘
所
藏
文
書
な

b
と
す
、(

六)

而
し
て
以
上
の
總
额
に
對
し 

て
フ

‘ツ
ガ
ー
家
が

.チ
ロ
、

—

ル
鑛
山

i
 

b獲
得
せ
し
銀
は
一
一
十
萬
麻
，にし
て
、政
府
の
規
定
に
よ 

P

て
千
四
百
八
十

.̂
よ

A
千
四
百
九
十
四
年
に
至
る
利
益
を
打
箅
す
る
時
は
約
六
萬
六
千
フ 

TJ
リ
ン
ビ
な
る
も
、然
か
も
當
時
實
際
上
の
利
益

'は
以

.上
の
額
に
：數
倍

.し
て
、四
十
萬
フ

‘ 

n y

ン

ビ
な
れ
り
、而
し

.て

.斯
く
の
如

&
成
功
を
责
ら
せ
し
»

一

 

K
ヤ
コ
ブ

•
'フンッガ

I
を
中
心

^
せ
.る
 

フ
ッ
ガ

.
1
家
の
企
業
的
活
、動
が
極
め
セ
大
膽
な

S
し
に
ょ
办
し
も
の
に
し
て
、若、當
時
に
ぁ
ら 

て，匈
牙
利
王
マ
チ
ア
ス
深
く
燠
國
內
に
侵
入
し
て
チ
ロ

 

I
ル
を
占
領
せ
ん
か
、王
が
果
し
て
シ 

ギ

メ

モ
ン
ト
對
フ
ッ
ガ
ー
の
契
約
を

®
行
す
る
や
は
大
な
る
疑

.問
と
稱
す
る
を
得
可
く
、加ふ 

る
泛
皇
帝
に
し
て

»
逸
帝
國
內
に
於
て
充
分
な
る
拨
助
を
見
出
ず
こ
ビ
な
く
、マ
キ
シ
ミ
リ
ア 

シ
に
し
て
ユ

;1
デ
火
ラ
ン
ト
を
動
.か
ざ
る
に
於
て
は
ハ
ズ
ス
ズ
ダ
グ
の
運
命
は
藤
年
な
ら
ず 

し
て
滅
亡
の
淵
に
沈
む

.に
•至
る
可
く
、之
れ
ビ
共
に
憫
む
可
き
最
期
を
遂
げ
る
も
の
は
フ
.ッガ 

1
家
な
ぅ
と
す
、然
か
：も
事
實
は
之
.れ
に
反
し
て
パ
ブ
ス
ブ
ル
グ
の
勢
威
益
今
織
ん
な
る
に
茧 

b
し
こ
と

£§

ス
ッ
ガ

1

家
に
ヾ
し
り
て
開
'運
の
守

.に
，等
し

く
、斯
く 
.て
ぐ
ブ
ス
ブ
ル
ク
の
勢
力 

範

圍

に

は

到

，る

處

Rt
v

ッ
ガ
ー
家
の
活
動
を
見
る
に
至
れ

fi
.
-/
<
、Q
l
a
x
. 

Jansen. 

D
i
e

 

A
n
^
n
g
e

 

der 

Fugger. 

s. 
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1
1
3- 1

2
4..

-

ヤ
コ
ブ

•

フ
ッ
ガ
丨
の
チ

.
TI
丨
：ル
方
面
に
於
て
最
も

.成

功

せ

し

時

期

は

.千

五

西

十

八

年

末

：に 

し
て
、貴
.に
.皇帝
マ

 

'キ
シ
ミ
リ
ア
ン
が
ク
-
ル
ス
に
於
て
永
久
の
眠
に
就
き
し
前
咩

の

乙

ビ

な 

b

と
す
、而
し
て
，彼

れ

の

事

業

は
.皇
：帝
の
'
死
と
：共
f

e
何
等
雜
本
的
の
動
搖
を
來
た
す

乙

ビ
な
く

第
十
二
卷

(

九四
-
1
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m

近
世
經
濟
史
上
it
於
け
•る
企
業
家
の
地
位
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七
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ハ
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論
' 

餽

近

世

碧

史

上

|:
於
け
る
企
槳
家
の
地
位
‘

第七
！！

六
八 

し
て
千
五
西
ニ
十
五
年
に
至
れ
ぅ
、勿
論
，此

[i
l
lに
於
て
、時
に
多
少
の
動
搖
を

S

せ
し
こ
ビ
な
き 

に
し
も
あ
ら
す
、即
ち

±

れ
を
前
に
し
て
は
千
五
西
ニ
年
を
以
て
破
裂
せ
し
精
練
激
等
の
反
杭 

運
動
之
れ
を
後
に
し
て
は
、千
五
百
ニ
十
五
年
に
於
け
る
チ
ロ
ー
ル
の
.西
姓
一
揆
の
如
き
主
ビ 

し
，て

邡

原

因
^

す
る

®
.は
生
活
必
需
品
.の
騰
貴
を
以
て
其
罪
フ
ッ
ガ
ー
に
あ
ぅ

S

な
せ
し
も 

の
な
々
ビ
す
、

»
他
、ゃ
せ
ン
ム
ィ
今̂

 

エ
ルンのクキルへ火ムに向つ 

て
フ
ッ

//
:—

以

下

一

一
名
を
訴
え
し
乙

と

あ

-

CS 、

其
理
由
と
す
る
處
は
彼
等
か
主
と
し
て

0

の
如 

き
重

®

の
物
資
を
運
搬
す
る

M
果、員
路
を
破
墩
す
る
を
以
て
之
れ
に

E
額
の
罰
金
を
課
す
可 

き
こ
ビ
な
り
ど
す

’其
後
、此
訴
狀
は
ク

4
ル
へ

,
ム
ょ

b
ア
ゥ
；ク
ス
ブ

ダ

ダ，市
の
當

W
濟
に
下 

附

せ

ら

；れ
.し
も
.千

五

11
十

A
年

?:
以

て

全

..く

正

當

な

る

理

由

を

有

せ

さ

る

も

の

と

し

て

.到
下 

せ

ら

る

、
に

至

れ

$
0

ャ
パn

ブ
；

ッ
ガ
ー
が
チ

.

.口
ー
ル

.方
面
に

s .
®

せ
し
と
、略
ぼ
典
時
を
同
ふ
、し
て
彼
れ
は
ガ
ス 

タ
ィ
ン
及
一
フ
ク
ジ
ス
に
於
け
る
、金、鈒
塊
を
獲
得
せ
ん
が
爲
め
に
ザ
ぐ
ツ
ブ
ル
グ
の
鑛
山
に
其 

手
を
延
ば
し
、漸
次
ス
タ
ィ

r

ル

..
マ
ル
ク
方
面
に
及
ぼ
す
に

.至
れ

6

、蓋、チ
ロ
丨
ル
方
面
に
於
て 

は
フ
ッ
ガ
ー
は

^

く
採
禪
事
業
ょ
ら
遠
ざ
か
夂
ロ
ハ
だ
一
個
の
之
れ
が
•取
引
業
務
を
營
む
も
の

ど
し

v

既
に
採
掘
せ
ら
れ
し
も
の
：を
取

®

の
み

^

過

ぎ

チ

ぅ

し

が

：、此

狀

滕

味
+

六
世
紀

0

初 

0

に
至
る
，迄、可
等
の
變
化
を
見
ざ

&

し

i

の
な

b

と
す
、之
れ
に

' 
反

し

て

ザ

ル

'/
'
フ

ル

ク

方

面 

に
於
て
は
彼
れ
は

1
.

個(

の
鑛
主

S

し
て
之
れ
が
採
、掘
の
業
に

4

其
手
を
延
ば
せ
し
も
の
に
し 

V
、

如
，何

な

る

方

法
0

下
.
.に「

經
營
せ
ら
れ
し

や

に
就
き
て
は

M

だ
僅
.か
に
フ
ッ
ガ
ー
文
書
節
に 

千
五
西
五
年
顷
ガ
ス
タ

.ィ
ン
支
局

.長
た

'

し
ハ
ン
ス
•マ
ィ
ル
ホ
ー
フ
ァ
ー
に
對
す
る
文
書
あ 

る
も
。
|¥
細
の
點
は
不
明
に
し
て
、只：だ
此
地
に
あ
り
て
は
採
掘
せ
ら
れ
し
も
の
を
取
扱
し
と
共 

に
、也

方

而

よ
b

銀
鑛
を
貢
入
れ
し
こ

V
J、

尙ほコラレット

i

パ
ー
を
し
て
銅
よ

6

鈒
銀
よ
り 

金
を
分
離
せ
し
め
、而
し
て
銀
塊
は
總
て
グ
チ
一
一
ス
に
送
附
せ
し
こ
と
な

i
 

^
す
。

次
ぎ
に
勾

.牙
利
に

.
あ
6

て
ほ
ー
ヵ
ル
パ
テ
ン
の
方

®

殊
に
鑛
產
物
に

©

富

U

し
て
、此
地
方
に

冷
け
る
鑛
山
市
ク
レ
ム
二
ツ
、ノ
ィ
ソ

1

ル、シ
エ
ム
一
一
ツ
、キ
ョ
一
一
ス
ベ
ル
グ
フ
カ
ン
ツ
デ
ル
ン 

y

ベ
タ
ン
の
採
掘
事
業
に
從
事
せ
し
も
の
に
ヨ

、ノ

ン
•ツ
ル
ツ
ォ

1

フォン.•ベ
ト
レ
ム
フ
ァ
ル
バ
あ 

り
、彼
气
は
ク
ラ
力

.■ク
の
市
民
權
を
有
し
、且
つ
當
時
に
於
け
る

#
も
有
力
な
.る
鑛
山
狐
の

 

一
A 

に
し
て
、即
ち
當
時
一
種
の
排
水
機
を
：發
明
し
て
廢
坑

£
な
り
し
も
の
女
利
用
す
る
ビ
共
に
.、
同 

時
に
鑛
物
分
拆
の
方
法
に
通

!®
せ
し
も
の
に
し
て

(

七)

當
時
彼
れ
が
如
何
に

ff
i
'せ
ら
れ
し
ヵ

，-«
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踰

0

,

近
仳
經
濟
史
土
に
於
け
る
企
業
家
の
地
位
m
-t
b
號 

七
o

1

面
、匈
牙
利
方
面
に
於
て
活

.動
す
る
彼
れ

.を
見
る
ビ
典
に
#
の

 

一.
®
に
.於
て
，ゴ
ス
ラ

1
市
文

. 

書
館
所
藏
文
書
の
吾
人

に

示
す
が
如
く
、彼
れ
は
、此
方
面
に
於
て

も

千

㈣
官

七
十

年
前
後
に
於 

て
最
も
有
力
な
る
鑛
主

V

し
て

®'
動
せ
し
も
の
な

^V 

e
す
。

.
註
七
、船
に
へ
よ

>

■

て
.
銀
i

含
み
た
：る_
鑛

よ

リ
銀

か

區
別
すること
は十
五世組
の中
期に至
リて 

は
一
般
の
知
る
處
と
な
リ
、而し

• y

グ

,
、ソ
ナ
ー
は
始
め
此
分
析
術
か
；ヴ

H

 

二ス

-
1C

於
て
#
しも 

.

の
に
し
て
此

t i
? :

る
各

w
- 

U

銅
鑛
揀
掘
雄
業
上

U

於
け
る
最
も
記
憶
に
惯
す
る
發
明
に
し
て
、此
 

術
の

賤
_

と
共
に
銅
鑛

の

憤
値
、收
入
、
生
産
は
薪
し
告
墦
加

>
な
す
に
.至
れ
り

o
a
a
k
o
b

 s
l
e
r
,

 Studie 
ロ
 

;curG^chichte_:kapitalistisc'her〇
rganisatiorlsformen:s..9‘.u- 

W
.

 

M.uck, 

D
e
r

 M
a
n
s
f

fhder KupferscHeferbergban

. 

in. 

seicer 

rechtsgesc

B:chtlicllen.,wntwicklung.wL..Ge£c

B:chte 

des 

Mansfelderwergregals ; B
.
«
,
.
u
r
k
u
n
d
e
n

 des 

Mansfel der 

Bergbaues.

Eisleben, 

I
O
I
O
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B

 L

 

S. 

5
7
. 

u. 

M
a
x

 

Jansen, 
J
a
k
o
b

 

R
ig
g
e
r 

江er JReiche. 

s. 

1
3
3 

,

而
し

v

此

If
山
通
は
千
四
百
九
十
四
.年
九
月
廿
日
を
以
て
ヨ
二

 

V
*

コ
ル
ビ
一
一
ユ
ス
よ
6
:ノ
 

ィ
ソ
ー

y
に
於
け

.，る
一
家
屋
及
、同
市
の
內
外
に
於
け
る
銀
、銅
鑛
を
十
六
年
間
祖
借
し
、之
れ
に 

對
す
る
借
地
料
と
し
て
年
々
千
四
窗
グ

:̂
デ
ン
の
仕
拂

.を
誓
約
せ
し
も
の
に
し
て
、其
後
、此
契 

約
は
フ
ユ

ン

フ
キ
ル
へ
ン
の
僧
正
に
よ
々
て
熾
ん
に
反
對
せ
ら
れ

し

も

、

幸
に
王
マ
キ
シ

ミ
リ 

ア
ン
の
調
停
に
よ

S V,.

紛
擬
を
見
る
こ
と
な
く
、而
し
て
當
時
、王

.が
此
：間
題
に
對
し
て
熱
心
に

. 

調
停
の
勞
を
ビ

h
し
は
明
か
に
フ
ッ
ガ
ー
家
が
此
歌
業
に
對
し
て
財
力
.上の
援
助
を
與
え
し

に
よ
る
も
の

t
 

P

と
す

*即
ち
當
時
ツ
グ
ツ
ォ
ー
對
フ
ッ

f

の
契
約
に
よ
れ
ば
後
者
は
開
放 

.後

三

年

間

一

切

•の

經

營

k
:必
要
な
る
資
金
を
調
達
す
る

W

共
に
鎔
鑛
所
の
踩
備
费

S

し
て
ニ 

 ̂

i

 

 ̂

 ̂

に
達
す

)

を
も
合
せ
提
供
す
る
乙
と
を
以
て
せ

り、
®
し
て
鱗
山
其
考
の
經
營

)

が
略
ぼ
緒
に
就
き
し
場
合
に
於
て
彼
等
の
最
も
頭
を
惱
设
せ
し 

問
題
は
採
掘
せ
ら
れ
た
る
鑛

.物
の
句
：牙
利
及

.其

■

近
の
諸
國
忙
於
け
る
自
炷
玄

&

の

f 

P
 

に

千
四〕

百

九
十

六
¥

月
.ニ
‘
:+
フ

ァ
ン
。フ

"

ン
•ツ

ア

ブ

ヤ

伯
の 

如
き
は
其
領
內
の
稅
關
逛
に
告
ぐ
る

に
ヨ

'、ノ

ン，ツ

ル
ツ
ォ
ー
は
旣
に
多
额
の
谰
税
を
仕
拂
え
る 

故
に
爾
來
、練
關
に
於
け
る
課

?

免
除
す
可
き
'
と
を
以
て

し
、叉
、
同

年
ニ
月
十
七

S

牙
利 

ノb
の
名
に
よ
り
て
フ

ユ
ン
フ
キ
ぐ
へ

ン
の
僧
茈
は
匈
牙
利
全
國
に
何
つ
て
以
止

^
同

一

の
.所 

を
梂
り
、

31
に
旬
年
十
月
ー
一
十
ー
日
を
以
て
シ
ギ
ス
モ
ン
ト
僧
正
は

.
ヨ
ハ
ン

•
ツ

#
ツ
ォ

I
が
 

1

ル
の
市
民
な
る
よ
り
總
.：
て
自
佘
の
市
民
ビ
同
じ
く
關
稅
を
免
赊
す
可
き
こ
ビ
を
明
か
に 

茜
白

.せ
り
、斯

<'
,
の
如
く
し
て
ツ
ル
ツ
：ォ
ー
、フ
、
ガ
ー
の
協
同
事
業
に
於
て
採
掘
せ
ら
れ
し
銅 

鑛
は
自

.由
に
匈

'牙
利
全
國
を
通
過
し
、且
つ
他
に
輸
出
し
得
る
に
至
れ
\
樹
ほ
當
時
に
あ
り
て 

銅
の

•需
要
を
最
も
多
く
感
せ
し
は
ニ

1
デ
ル
ラ
ン
ト
に
し
そ
只
だ
此
方
解
に
赴
く
陸
路
輸
經

爲卜

I

へ九

n

五)

、

^
 

0

近
他
經
濟
m

於
け
る
企
業
家
の
地
位 

笫七
號七
一

ソ 置
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論

m

近
世
忽
濟
史
上
|1
於
け
る
業
家
の
地
位 

第
七
號 

七
ニ

は
好
：
'ま
し
か
ら
ざ
る

.結
果
：よ
：.う
し

v

出
來
る
丈

‘け
水
路
を
利
用
す
る

Z

ビ 

> 

な
れ

'
6
.、
即
ち
.之
 

れ
‘が
輸
送
の
徑
路
に
就
き
て

.見
る
に
ォ

I

デ

V

ベ
ル
ヒ
よ
り
オ
丨
デ

-ル
河
を
下

>
9て
ス一プチ 

.ン
に
至

b
海.
路
リ
ユ
ベ
ッ

>

及

、ノ

ン
ブ
ル

グ

を
經
て
ア
ン

ト

ワ

ー

ブ

に
送
ら
れ
し
も
の

S

P
 

と
す
、但、鑛
山
地
よ
卜
オ
デ

\

バ

\

ヒ

R
至
る
通
路
は
夕
セ
ン
大
公
の
所
領
に
屬
，し、道
路
險
惡 

な
る
.を
以

て

ツ

ル
ツ

ォ

-
I
自
か
ら
之
れ
が
改
善
を
な
す
に
至
れ

5
、次
答
に
波
蘭
方
面
に
對
し 

て
は

ツ

口 V

ツ

の
後
方
に
あ
る
通
路
を
經
て
フ
ー
ダ
の
支
流

^

る
ア

V

パ
を
下

p

’
\

ィ
< 
マ

ル
 

V

ト
に
達
す
、雨
し
て
以
上
の
通
路
は
戰
時
の
最
も
困
難
な
り
し
際
に
不
拘
之
れ
亦
た
ツ
ル
ツ 

ォ
ー
に

よ

う
て

安
全
に
せ
ら
れ
、且
つ
此
の
通
路
は
更
に
，延
長
し
て
ヴ

ィ

ス
ツ
ラ
河
を
經

て

ダ
 

ン
‘チ
ヒ
に
逄
し

1之
れ
》

バ
ル
：チ
ッ

.ク
海
方
面
に
出
づ

'る
こ
と
、
な
れ

K

M
に
南
方
に

S

す 

る
匈
牙
利
產
銅
の
：集
中

-地
點
ば

.ヴ
工
ユ

.
スなるを以て、ツダ
ク
才

丨

、フ
ッ

ガ

ー

は

千

四

西

九 

十
七
年
九
月
七
日
を
‘以
て
時
の
フ

ラ
ン
、

ゼ
パ
二
丨
伯

ビ

契
約
を
結
び
、

依

ら

て

以
て

ア

ド

ジ

ア
 

海
畔
の
ツ
エ
ン
グ

.̂
逄
ず
る
通
路
を
開
き
、此
地
よ
う
海
上
、グ
エ
二
ス
に
輸
矮
せ
し
も
の
な

b 

ど
す
、觅に
、西
部
方
面
に
輸
送

.せ
ら
る
、
銅
は
ド

—

ナ
‘ク河によう、ク-
ンを經てレグンスブ 

ル
グ
、ミ
ュ
ン
へ
ン
殊
に

,

ュ

f

v
ベ
ル
グ
又
た
其

一

部
は
，ヴ
ェ
ニ
ス
方
面
に
齎
ら

3
れ
し
も
の

な
办

W

す
、而
し
て

.塊
國
.內
に
於
け
る
關
稅
免
除
：

'の
特
權
は
千
四
？百

.九
十
八
年
三
月
十
日
#
に

. 

-

? 

* 

« 

.

.

.

.

其
塑
年
九
月
四
日
に
マ
キ
シ

、

ミ

r

ア

ン
が
フ

ッ
ガ

1

家
よ
，
.
b

'5
:

千
グ

■
ル.デ
ン
を
借
受
け
し
場 

合
に
：於
て
之
れ
を
確
實
に
す

：

る
に
：至
れ

&

、只
だ
其
後
、千
五
百
ニ
年
に
於
て
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン

は
，勾
牙
利
齑
銅
の
通
過
を
困
雛
な
ら
し
め
ん
と
せ
し
か
ば
千
五
百
四
^
ツ
ダ
ツ
ォ
ー
ビ
フ
ッ

I

■ 

• 

■ 

■ 

. 

* 

'

.

ガ
1

と
は
共
に
王
ク
ラ
デ

.:
ス

ラ

ク

ス

を
動
か
し
て

マ

キ
シ

ミ

ソ

ア
ン
の
舉
を
妨

ぐ

る

に
至
れ

:

. 

'
.

.

.

.

.

.
 

'

办、而
し

.
て
當

_
、兩

蒋

の

策

め

成

功

.せ

し

所

以

は

マ
キ
'
シ

ミ

リ
ア
ン
は
自
家
相
續
.上
の
點
よ
う 

專
ら
匈
牙
利
王
：

VJ:

親

®
：を
結
ぶ
の
惯
値
を
信

せ

し

を

以

て
な

K
尙

ほ

此

.方

面

の

輸

送

の

初

め 

て
企
て
ら
れ
し

‘は
千
四
百
九
十

/\
年
に
し
て
、句
牙
利
產
銅
ニ
千
四
百
九
十
ニ
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル 

を
積
載
せ
し
船
舶
は
ド
ナ
ク
を
溯

6

ク
V v

を
經
て

V

ゲ
ン
ス
ブ

ベ

グ

に

至
う
、
其

間

，の

船

賃 

四
百
グ
产
デ
，

ゾ

、51
に
次
年
に

^

:

p

て
總

*

w
千
百
ふ

ハ
十
ツ

H

ン
ト
ネ
ル
の
銅
を
積
載
せ
る

.

コ| 

艘
の
船
舶
は
同
じ
く

V
:ダ

v

ス
ブ
ル
グ
に
至
れ

0
、此

.際の

.船
賃
九
苜

1
4十
グ
ル
デ
ン
な

6

と 

す
、尙
ほ
匈
牙
利
產

.銅
'の
.
.取
引
に
就
き
て
當
時
最
も
.重
耍
視
せ
ら
れ
し
方
面
は
シ
ュ
レ
ジ
二 

を
通
過
す
る
陸
：路

に
し

て、之
れ

に
よ
う
て
一
部
は
ブ

y

ス
ラ

ク
を
經
て

ス
テ
チ
ン
に
至
う

、| 

部
は
チ
ユ

タ

ン
グ

'シ
.方
，面

に

輸

送

の

途

を

_

け
办
、而

.し

V

當
時
、通
過
の
途
、次
に
あ

る

ブ
レ
ス

笫

十

ニ

盤(

九
四
七)

論
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近
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經
濟
史
上
に
於
け
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地
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笫
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锶
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卜
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四
八)

0 

0

近
仳
經
濟
史
上
に
於
け
る
喩
棠
家
の
地
位

ラ
ク
が
外
人
の
货
物
に
對
し
て
特
に
嚴
重
な
る
制
限
を
附
せ
し
に 

に
對
し
て
極
め
て

寬
大

な
り
し
は
、

庶
®

此
货
物
の
取
引
に
よ

.

O
v

て
 

て
な

b

nl
r
波
ff
i
i
方
面
よ

b

a

ら
3

る
、
紛
に
就
き
て
は
兩
藉
の
問 

至
れ
ぅ
、吾
人
は

M

に
フ
ッ
ガ

1

文
0

0

の
材
料
に
よ

6

て
各
地
に 

る
厌
應
に
存
せ
し
や
を
明
か
に
せ
ん
ビ
欲
す
。

:-
:

千
：四

.西
九
十
五
年

'よ
ぅ
千
：五
百
四
：年
に
至
る
迄
、ゥ
ル

y

ヒ、フッ 

し

«
左
の
如
し
。：：

一
、
ノ
ィ
ソ
I
;v

よ
リ
♦ン
V

ス
ヲ
々
^

經
て
フ
ヲ
ソ
ク
フ
タ
ト
！

I

送
ら
れ
し
も
の 

ニ
、
ダ
'
ゾ
チ
^

よ
リ
^
侦
に
て
ァ
ソ
ト
タ
ー
プ
及
ア
ム
ス
テ
少
グ
ム
に
送
ら
れ
し
も
の

三
、
ノ
ィ
ソi
lv
i
リ
ツ
キ
ソ
、
V

1
ゲ
ン
ス
ブ
;v
グ
か
經
て
-
ユ
ル
ン
べ
ル
グ
に
送
ら
れ
し
t

0

四
、
ゲ
女
V
ゲ
ン
タ-

ル
饿
鎩
所
又
リ
チ
ユ
>

ノ
ゲ
ン
方
而
1-
送
ら
れ
し
む
の
.

五
、(

C
O

 

ノ
ィ
y

-
)v
よ
り
ツH

ゾデ
‘
經
て
グ
エ
.;-
ス
;1
;
送
ら
れ
し
1
の
.
'

•

(

b

)

八
ク
タ
ゥ
及
ト

”
 H

ス
ト
か
經
て
ダH

 

二
ス
に
送
ら
れ
し
も
の

-

へ0)

フ
ツ
ゲ
ヲ
ゥ
よ
リ
タ
ル
ビ
ス
及
水
シ
タ
フ
エ
)v

か
經
て
ゲ
エ
ニ
ス
^

送
ら
れ
し
L

の

以上合

.

11

:ノ
..：：

其
他
の
.銅即
ち
五
六
四
.五
九
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
は
主
と
し
て
シ
ュ

.
レ

第七城
 

七四

不
拘

y

ッ

ガ

ー

輸

出

の

銅 

利

す

る

處

大

な

-
^
し

を

以 

に
屢
々
紛
擾
を
惹
起
す
に 

於
け
る
銅
取
別
が
如
何
な

ガ

1

兄
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千
五
西
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千
五

-s
七
年
に
至
る
間
は
精
確
な
る

ft
算 

書
：な

し

、千
.五
'西
七

.年
よ
：办

.千：五
被
十
年
に
至
る
問
に
於
て
フ
ッ
ガ
ー
家
に
よ
り
て
取
引
せ
ら

れ
し
鲖
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五
馮
六
千
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に
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狀
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千
五
百
十
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千
五
亩
十
三
年
の
間
に
フ
ッ
ガ
ー
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取
引
に
か
、
る
も
の
は
十 

ニ
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九

千

四
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十

八
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ル
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て
之
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狀
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左
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ア
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ボ
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f
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し
も
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經
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れ
し
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ゾ 
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ブ
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々
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經
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ユ
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ベ
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u

送
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れ
し
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四
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ス
デ
チ
ソ
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經
て
ア
ン
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ら
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し
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五
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ヲ
ィ
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ヒ
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經
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次
ぎ
に
千
五
西
十
二
ニ
年
よ
ぅ
千
五
百
十
六
年
の
間
に
於
け
る
之
れ

が

取
引
高
は
七
捣
五
千
九 

西
一
一
十
ッ
ェ
ン
ト
ネ

V
に
し
て
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分
配
狀
態
左
の
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ダ
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經
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八
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萬
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而
し
て
敗
上
の
取
引
狀
態
に
於

.て

.
ャ
コ
ブ
，フ
ッ
ガ
ー
の
死
に
至
る
迄

(

一
五
ニ
五

)

フ
ッ
ガ
ト
家 

が

©
牙
利
方
面
の
鑛
山
：事
業
に
よ
ぅ
て
確
實
に
得
し
利
益
は
七
十
，一萬
ニ
千
六
百
十
八
グ

ダ 

デ
ン
に
逄
せ
し
：も
の

%
 

K
y
と
す
、勿
論
、以
上
の
舣
引
期
間
に
於
て
此
有
價
物
の
輸
送
に
對

し

て
 

加
へ
ら
れ
し
損
害
亦
た
少
か
ら
ず
、殊
に
當
時
の
獨
逸
が

e[
餘
の
小
獨
立
國
に
分
裂
せ
し

.結
果
、
 

諸
像
の
間
に
爭
鬪
を
繰
ぅ
返
す
場
合
に
於
て
若
是
等
の

.諸
'侯
；の
一
が
夕
ッ
ダ

1

よ

&
傘
齋
伞 

を
仰
ぎ
し
場
合
に
あ
り
て
は
他
の
諸
侯
は
何
等
躊
蹯
す
る
處
が
な
く
フ
ッ
ガ
ー
輸
送
の
货
物
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第
七
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七
八

を
沒
收
せ
し
％
の
な
う
と
す
、即
ち
之
れ
が
一

例を擧

ぐ
れ
ば
，

エ

ム
デ
ン
伯
が
フ
ッ
ガ
ー
輸
送 

の
銅

六
駄
を

掠
奪
せ

し
こ
ビ

あ 
>
當
時
ザ

ク
セ
ン
大
公
は
伯
に
對
し
て
公
式
の
抗
議
を
提
出 

せ
し
に
對
し
て

工

ム
デ
ジ
伯
は
之
れ
に
答
へ
て
自
己
は
今
掠
奪
せ
る
銅
を
所
有
潘
に
返

.す
を 

欲
せ
ず
、何

ん
ビ
な
れ
ば
ヤ

■
コブ，フ

ク
ガ

ー

は

戰

爭

中

、ザ

ク
セ
ン
大
公
に

軍
資
金
を
供
給
せ
る
 

も
の
な
る

を
以
て
な
う
と
然
か
；も、以
上

H

ム
デ
ン
.伯
の
言
は
事
實
に
背
き
し
に
不
拘
，フ
ッ
ガ 

V;
は
遂
に
興
鋼
を
失
ふ
に
至
れ
う

。

.

W 
く
の
如
く
ヤ
コ
ブ

•
フ
ッ
ガ

J
を

中
心

^
す
る

フ
ッ
ガ
ー
家
は
何
牙
利
方
面
の
鑛
山
經
營 

に
ょ

.

^
て
：.
巨
額

の
，刺

.
_
を1?
ら

せ
し
に
不
拘
、此
事
業
は
開
坑
當
時
ょ
&
同
國
人
の
嫉
妬
の
標 

的
た
り
し

も

の

に

し

て

、辟

に
此
傾
向
は
鑛
山
地
方
に
於
て
甚
し

く
、興
或

*

は
ツ

\

グ

ォ

ーVJ 

フ
ッ
ガ

1 

'は
單
忙
銅
鑛
ょ
う
生
ず
る
利
益
を
以
て
滿
足
せ
ず
し
て

21
に
國
內
ょ
り
銀
塊
を 

管
出
，

し
、以

て

王
®

.
の
.FI
1

K

及
王
立
.造
幣
局
を
し

て

困
難
な
る
狀
態

に

陷

る
>
に

至

る
可
し
と 

の
：
.流
言
を
放
す
も
の
あ
り
、然
か

i

雨
潜
の
協
同
的
事
業
が
比
較
的
順
當
に
進
行
せ
し
所
以
は 

實
に
匈
牙
利
の
主
權
：者

^

る
王

ウ

ラ

デ

ス

ラ

ウ

スが

.»

極

的
に

之

れ

が
協
同
事
業
を
保
謙
せ 

し
に
よ
る
も
の
な
り
と
す
然
る
に
熱
心
な
.る
此
援
助

.者
は
千
五
百
十
六

.，年

.三
月
十
三
日
を
以

て
此
世
を
去
る
に
至

り

、代

つ
て
位
に
即
き
し
ル
ー
ド
ク

W

ヒ
は
未
丁
年
者
に
し
て

何
：等
の
定 

見
^

有

せ

-'
t

加

ふ
る

K

フ
ツ

ガ
I

に
ょ

P

て
營

.ま
る
、
食
料
：品
の

M

却
は
鑛
山
地
方
を
根
本 

的
に
破
墩
す
る
も
の

1

と
の

2

令
喧
し
く
遂
に
千
五
百
二
十
四
年
九
月
八
日
に

f

れ 

し
匈
牙
利
議
會
は
次
の
如
き
.議決
を
な
す
に
至
れ
り
。
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に
此
場
合
に
於
て

|

部
の

.亂

.民
は
猶
太
人
チ
メ
ソ
ヒ
ム
ツ
エ
レ

ン

チ

ヒ

に
煽
動
せ
ら
れ

. 

し
か
ば
、フ
ッ
ガ
ー
に
ょ
り
て
使
用
せ
ら
れ
し
使
用
人
と
勞
働
者

V
J

は
共
に
危
險
の
，其
身
に
加 

え

る

、

と

信

じ

句

牙

：
利

：の
，地

を

捨

て

：
、

波

蘭

に

入

b

、又、ツ
火
ツ
方

1

の
子
に
し
て
ヤ
コ
ブ
*ア 

ガ
i

の
厨

.
た
る
ゲ
ォ
グ
グ
。ツ
ル
ツ
ォ
ー
の
如
き
も
遂

R

居
を
ァ
ク
グ
ス
ブ

>
 

ダ
に
移
す
る
に 

至
れ

&
、斯
く
て
三
十
年
に
亘
ぅ
て

非
常

*

る
富
を
齎
ら
せ
し
.鑛
山
事

業
も

千
五
百

二
十

五
.年 

六
月
ニ
十
四
日

'を
以
て
一
時
、悲
慘
な
る
最
後

'を
遂

.一
ぐ
る
に
至
ぅ
、加

.
ふ
る
に
、フ
ッ
ガ
ー
家
の
財 

力
を
.し
て

非
常
に
增
如

せ
し
め
し
ャ
コ
ブ
。フ
ッ
ガ
ー
も
同

年
、十
二

月
三
十

一

日
を
以
て
此

il
l
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■
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^
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ル
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大
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あ
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し
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フ
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ガ
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ざ
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共
に
、大
公
も
亦
た
三
千
グ
ケ
デ
シ
の
負
債
を
有
せ
し
結
果
、鑛
山 

,
.

は
千
五
西
十

1

年

^
’以
七
新
た
に
ツ
ル
：ツ
ォ

:]
;

.及
フ
ッ
ガ
ー
の
所
有
に
歸
す
る
至

b
、爾

來
、
金 

.
に
山
：の
成
績
は
良
好
に
し

<
、僅
炉
、に
千
五
西
十
外
年
九
月

1
日
ょ
り
千
五
百
ニ
十
年
八
月
三
十 

:
1
:

日
に
至
る
間
，

:̂
於
セ
金
の

「

產
额
ニ
百
戚
に
達
し
、而
し
て
以
上
、產
金
額
の
大

 

ユ
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額
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五
百
こ
年
八
月
ょ

6
千
五
百
十
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年
五
月
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ず
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時
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三
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八
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と
な
れ
り
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